
 
「東北圏広域地方計画」推進に関する情報紙 

『東北圏だより』            
 

新年のあいさつ 東北圏広域地方計画推進室 総括副室長 小林 孝 

皆様、新年おめでとうございます。東北圏広域地方計画推進室（協議会事務局）より、年頭のご挨拶を申し上げ

ます。昨年中は、東北圏広域地方計画の策定にあたり、関係構成機関の皆様をはじめ、各方面の方々にご支援、ご

協力を賜り、誠にありがとうございました。また、計画策定後は、各機関誌等による計画概要の紹介をはじめ、様々

な取組支援をいただき、重ねて御礼申し上げます。 

さて、昨年１１月に開催したシンポジウム「広域地方計画の実現に向けて」では、圏域内の様々な分野の第一線

で取組をいただいている方々から、各取組の展開や本計画へのご意見等をいただいたところであります。本計画に

示された東北圏における今後１０年間の重点的な取組「広域連携プロジェクト」の推進が、こうした各地域の幅広

い取組の着実な推進にも繋がり、効果の一層の発現に資するよう、関係構成機関の皆様には、現在、「取組推進プ

ロジェクトチーム」（取組推進ＰＴ）の立ち上げと具体的な取組の検討、実施等にご協力をいただいております。

大変感謝申し上げますとともに、残された対応も含めて、一層のご協力をお願いする次第であります。 

本計画の実を上げていくためには、これらの取組の裾野をできる限り広いものとしていくことが重要であり、そ

のためには、様々な機会を活用して、計画の趣旨や取組の概要などを圏域の方々にご紹介し、理解を深めていきた

いと考えております。皆様にも、各地域の企業や教育機関、住民やＮＰＯなどの方々へ積極的にご紹介をいただけ

れば、幸いであります。また、こうした取組が着実な成果を発揮していくためには、地域の経済活動と結びついた

取組としていくことがとても重要です。特に経済界の皆様には、意見交換等も交えながら、実効性のある地域の取

組推進に向けて、一層のご助言やご支援をお願いしたいと思っております。 

 本年も、経済状況は厳しいものが見込まれておりますが、東北圏が持っている様々な優位性、特質といったもの

を足がかりに、それぞれの地域で、適切な活力を引き出していくことができますよう、一層の連携推進をお願い申

し上げますとともに、皆様の更なる施策展開にも強くご期待申し上げているところであります。  

 東北圏の素晴らしい将来像に一歩でも二歩でも近づいていくことができますよう、東北圏に寄せる皆様の熱意を

基として、本計画の推進に精一杯努力していく所存でおります。どうぞ本年もよろしくお願い申し上げます。 

 

高速バス共通フリーパス「東北おトクパス」好評発売中！ 

 

 

 

 

 

 

 

○発 売 時 期：平成２１年１１月１日～平成２２年２月２５日 

○実 験 期 間：平成２１年１２月１日～平成２２年２月２８日 

○パ ス 料 金：９，０００円 

○有 効 期 限：利用開始日を含む３日間 

○実 験 路 線：東北６県内を発着する高速バス、一部都市間バス 

○販 売 窓 口：バス会社の指定取扱窓口、指定旅行代理店、指定コンビニ 

※詳細はこちらのホームページをご覧下さい  

http://www.miyagi-bus-kyokai.jp/news/otokupass.pdf 

 

第２号（平成２２年１月） 
発行：国土交通省 東北地方整備局 
   東北圏広域地方計画推進室 
   HP:http://www.thr.mlit.go.jp/kokudo/ 

 

登米

酒田

本荘

青森

古川

石巻

江刺

一関

久慈

大野

宮古

二戸

花巻温泉

能代

十和田湖

大館

新庄

山形

寒河江

米沢

福島

いわき

女川

須賀川

大衡

大船渡

釜石

遠刈田

鳴子

上山

会津若松 郡山

八戸

福島空港

野沢

鶴岡
湯野浜

蔵王

弘前

（競馬場）

加美

栗原・金成

一迫

盛岡

千厩

とよま

浄法寺

湯沢

角館秋田

仙台

栗駒

南三陸

気仙沼

横手

大曲

 



取組推進ＰＴ（プロジェクトチーム）全体会議の開催報告 

 １２月１６日、宮城県建設産業会館において、第１回取組推進ＰＴ 

（プロジェクトチーム）全体会議が一般公開で開催されました。 

はじめに、今年度設立を予定している８つの取組推進ＰＴのうち、 

既に設立している５つの取組推進ＰＴの主査機関から、これまでの取 

組推進ＰＴでの検討状況が、また、設立を目指して準備中の３つの取 

組推進ＰＴの主査機関から、今後の設立に向けたスケジュールが報告 

されました。その後の意見交換では、取組推進ＰＴの考え方や今後の 

進め方に対する意見や提案が出されました。 

 また、事務局より平成２２年度末までに１３の広域連携プロジェクト 

を推進するため、「歴史・伝統文化、自然環境の保全・継承ＰＴ」、「自然災害リスクへの対応ＰＴ」、「克雪・

利雪対策ＰＴ」、「農業・水産業の収益力向上ＰＴ」、「滞在型観光圏の創出ＰＴ」、「環日本海交流圏の形成Ｐ

Ｔ」等のＰＴを来年度中に立ち上げる案の提示がありました。参加者からは、「H22 年度以降設立する推進ＰＴ

案として示す以上、『広域連携プロジェクトの実効に向けての基本的考え方』で述べている緊急性、重要性、及び

熟度が高いことを示してもらいたい。」等の意見が出されました。 

 本会議は、各取組推進ＰＴの主査機関の他、東北圏広域地方計画協議会構成機関（県・市・国の出先機関等）を

はじめ、多くの方に聴講をいただきました。取組推進ＰＴ全体会議は、今後も年２回程度開催し、各取組推進ＰＴ

に関する情報提供と意見交換をする場として開催する予定となっています。 

 

取組推進ＰＴ（プロジェクトチーム）の動き 

①第１回『「新たな公」コンソーシアム・シンクタンクの創設』取組推進ＰＴ会議 

１１月５日、宮城県建設産業会館において、第１回『「新たな公」コンソー 

シアム・シンクタンクの創設』ＰＴ会議が開催されました。冒頭、「新たな公」 

コンソーシアム・シンクタンクの創設に向けた基本的な考え方が確認され、 

その後の意見交換では、各機関から、地域づくりに係るこれまでの取組や課題 

の紹介、本取組推進ＰＴの今後の進め方に対する意見等が出されました。また、 

東北圏地域づくりコンソーシアム推進協議会会長の 山田 宮城大学名誉教授・岩手県立大学名誉教授より、本

協議会のこれまでの活動状況等について説明をいただきました。 

今後は、地域づくり活動団体や自治体を対象に地域づくりに係るアンケート調査を実施し、調査結果をとり

まとめた上、３月頃に第２回ＰＴ会議を開催する予定です。 

 

②第２回『高速バスネットワークを活用した移動手段の充実』取組推進ＰＴ会議 

  高速バス共通フリーパスの需要・課題把握、高速バスの乗り継ぎ等のニーズ調査等の具体的な検討を進めるた

めに、ＰＴのもと有識者（東北大学 奥村教授）等を交えた検討作業部会を設け、現在までに 10 月 13 日と

11 月 26 日の２回開催し、実施内容について検討を進めてきました。 

11 月 30 日には、第２回ＰＴ会議を開催し、高速バス共通フリーパス実証実験の調査方法、高速バス乗り継

ぎ等の利便性向上策の検討に関するニーズ調査内容について、検討作業部会における検討状況の報告を行いまし

た。その検討内容に基づき、フリーパス導入の実証実験や高速バス利用者へのニーズ調査等を実施しています。 

今後は、第３回作業部会を３月頃に行い実施状況をとりまとめの上、第３回ＰＴ会議を３月頃に開催予定です。 

 

広域地方計画に係る動き 

各種調査・検討 

広域地方計画に位置づけられた広域連携プロジェクト等を推進するため、今年度、東北圏広域地方計画協議会 

（以下：協議会）構成機関が国土交通省国土計画局の予算を活用し調査・検討を行っています。 

具体的には下表に示すとおり｢広域ブロック自立施策等推進調査費｣で４件、｢広域地方計画先導事業｣で１件、国

土交通省の採択を受け、それぞれの機関が主体となり検討を進めています。この中には、広域地方計画を推進する



ために設立している取組推進プロジェクトチーム（以下：推進 PT）とも連携し検討を進めているものもあり、推

進 PT の構成機関の合意のもと、成果目標や推進計画の策定につなげることとしております。 

来年度も協議会構成機関と連携し、広域地方計画の推進に向けた検討を進めるため、国土計画局の予算の活用

を図っていきたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種会議 

 

 

広域地方計画に関するお知らせ 

「新たな公」によるコミュニティ創生支援モデル事業活動報告会の開催について 

 本モデル事業につきましては、平成２０年度より進めているところですが、この度、以下のとおり活動報告会を

開催することとなりましたのでお知らせいたします。 

なお、本報告会は、公開（入場無料）で行います。申込方法など詳細につきましては、後日、東北地方整備局Ｈ

Ｐ等で周知させていただきます。多数の参加をお待ちしております。 

○開催日時：平成２２年２月４日（木）１３時～１７時３０分 

○開催場所：フォレスト仙台 第５・第６・第７会議室 仙台市青葉区柏木１－２－４５ 

○問合せ先：東北地方整備局 建政部計画・建設産業課 計画調整第三係 TEL：022-225-2171（内線 6138） 

 

編集後記 

新年あけましておめでとうございます。年末年始の休暇も終わり、心身ともにリフレッシュといきたいところで

すが、皆様いかがお過ごしでしょうか。昨年は「東北圏広域地方計画」の決定というとても重要な１年でしたが、

本年は計画をさらに推進し、新しい東北圏の将来を実現する飛躍の年と考えておりますので、皆様のご協力をお願

いいたします。 

  
 

○取組推進ＰＴ（プロジェクトチーム）関係

開催日 会　　議　　名 事　務　局 場　所

12/18
日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震対策東北地区連絡協議会 広域連携部会
「防災基盤の効果的な整備と広域連携の強化」取組推進ＰＴ会議（第２回）

東北地方整備局 東北地方整備局

○広域ブロック自立施策等推進調査費関係

開催日 会　　議　　名 事　務　局 場　所

12/18 「東北域内産業輸出拡大調査作業ＷＧ」（第１回） 東北地方整備局 ハーネル仙台

12/21 「イノベーティブなものづくり産業の集積促進ＷＧ」（第１回） 東北経済産業局 ＫＫＲホテル仙台

12/24 「農商工連携など地域資源を活用した地域の活性化ＷＧ」（第１回） 東北経済産業局 東北経済産業局

『東北圏だより』に掲載する広域地方計画に関連する情報をお寄せ下さい。また、『東北圏だより』へ

のご質問、ご意見、ご要望等についても結構です。お気軽に次のアドレスまでメールでお寄せ下さい。

メールアドレス：kou-suishin2@thr.mlit.go.jp 

○広域ブロック自立施策等推進調査費

調　　査　　名 実施省庁

「東北圏における救急医療体制の課題分析等」に関する調査 厚生労働省・国土交通省

東北地域イノベーション創造・産業競争力強化に関する調査 経済産業省・国土交通省

大規模地震時における応急対策活動の迅速化のための広域連携強化方策に関する調査 国土交通省

北陸圏の交流ポテンシャルを活かした持続的な地域活性化方策の展開に関する調査 国土交通省・経済産業省・農林水産省

○広域地方計画先導事業

調　　査　　名 実施省庁

東北地域のおける産業クラスターの国際連携基盤形成事業 （社）東北経済連合会


